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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
身
体
安
全
、
お
よ
び
経
済
社
会
に
対

す
る
脅
威
を
も
た
ら
す
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
即
時
の

課
題
対
応
が
急
務
と
な
る
。
一
方
、
こ
れ
は
同
時
に
中
長
期
的
な
視

座
を
も
含
む
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
で
あ
り
、
国
際
保
健
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
か
つ
て

高
度
に
政
治
的
な
側
面
か
ら
距
離
を
取
る
こ
と
で
影
響
力
を
維
持
し

よ
う
と
し
た
き
ら
い
も
あ
る
国
際
保
健
分
野
は
、
立
ち
位
置
を
再
定

義
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
制
度
の
具
体
化
に
当
た
っ

て
は
影
響
力
確
保
の
た
め
の
よ
り
厳
し
い
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
予

想
さ
れ
、
日
本
と
し
て
、
新
た
な
戦
略
的
な
立
ち
位
置
の
設
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
国
際
保
健
分
野
で
は
ま
さ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
体
に
よ

る
改
革
提
言
が
相
次
い
で
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
世
界
保

健
総
会
に
お
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
、独
立
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
）、

国
際
保
健
規
則
（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
）
検
証
委
員
会
及
び
独
立
監
視
諮
問
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
提
案
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
二
つ
の
方
向
性
に
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
る
。

問
わ
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
役
割

　

一
つ
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
能
力
強
化
や
役
割
の
再

定
義
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
権
限
を
強
化
し

緊
急
対
応
で
の
運
用
面
で
主
導
的
・
調
整
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
原
因
に
関
す
る
独
立
調
査
権
限
の
付
与
も
論

じ
た
。
ま
た
、
興
味
深
い
点
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
新
た
な
段
階
に
。

国
際
保
健
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
ど
う
改
善
す
る
か
、

ワ
ク
チ
ン
の
知
的
財
産
権
放
棄
の
議
論
の
行
方
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
は
策
定
・
締
結
さ
れ
る
か
。

科
学
と
政
治
を
整
理
し
て
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
改
革
の
可
能
性
は
。

た
け
み　

あ
や
こ　

東
京
大
学
卒
、
同
大
学
法
学

政
治
学
研
究
科
総
合
法
政
専
修
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
法
学
）。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大

学
院
専
門
職
修
士
課
程
修
了
後
、世
界
銀
行
、マ
ッ

キ
ン
ゼ
ー
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
を
経
て
世
界
保
健

機
関
に
勤
務
。
専
門
は
国
際
行
政
学
、保
健
政
策
、

経
済
安
全
保
障
。
共
著
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
保
健
ガ

バ
ナ
ン
ス
』。

国
際
保
健
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
向
上
す
る
か

—
—

Ｗ
Ｈ
Ｏ
改
革
と
途
上
国
ワ
ク
チ
ン
接
種

東
京
大
学
特
任
研
究
員
・
世
界
保
健
機
関
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

武
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綾
子



トレンド2021

119

原
則
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
お
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
初
動
対
応
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
が
現
在
慎
重
に
検
証
さ

れ
改
善
策
が
議
論
さ
れ
る
一
方
、
そ
も
そ
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
性
質
や
所
掌

範
囲
と
期
待
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
公
衆
衛

生
水
準
の
高
い
先
進
各
国
に
お
い
て
感
染
症
に
対
す
る
危
機
意
識
は

一
般
的
に
高
く
な
く
、
Ｉ
Ｈ
Ｒ
を
中
心
と
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
感
染
症
対

応
も
ま
た
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
な
く
局
所
的
な
感
染
症
を
前

提
と
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
歴
史
的
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
冷
戦
下
や
南
北
間
の
対
立
な
ど
複

雑
な
政
治
的
背
景
と
自
発
的
支
援
資
金
へ
の
高
い
依
存
の
中
で
、
自

然
科
学
の
中
立
性
や
定
量
的
な
分
析
の
成
果
を
戦
略
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
存
在
感
を
維
持
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
強
い
エ
ビ
デ
ン
ス

ベ
ー
ス
志
向
を
含
む
こ
う
し
た
姿
勢
に
は
合
理
性
が
あ
る
一
方
、
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
積
極
的
か
つ
早
期
の
対
応
に
必
ず
し
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
は
働
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
予
防
原
則
の
取
扱

い
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
立
ち
位
置
」
の
見
直
し
と
と
も
に
、
象
徴
的
な
論

点
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
た
な
枠
組
み
や
レ
ジ
ー
ム
の
模
索
で
あ
る
。
代

表
的
な
も
の
の
一
つ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
条

約
制
定
へ
の
取
り
組
み
で
、
感
染
デ
ー
タ
・
検
体
な
ど
の
共
有
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
医
療
用
品
・
ワ
ク
チ
ン
の
世
界
的
な
供
給
を
確
保
す
る
た

め
の
国
際
協
力
の
強
化
と
い
っ
た
機
能
が
検
討
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
機
能
に
は
既
存
枠
組
み
と
の
重
複
も
多
く
、
少
な
く
と
も

棲
み
分
け
や
関
係
性
の
整
理
が
必
要
と
な
る
。
条
約
の
設
立
背
景
の

趣
旨
に
は
感
染
症
対
応
や
情
報
共
有
に
関
す
る
国
際
社
会
に
よ
る
介

入
権
限
強
化
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
一
般
的
に
合
意
す
る

こ
と
は
困
難
と
の
見
方
は
根
強
く
、
限
定
的
な
範
囲
設
定
ま
た
は
よ

り
緩
や
か
な
調
査
権
限
の
付
与
、
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
等

を
選
択
肢
と
し
て
議
論
が
継
続
し
て
い
る
。

　

義
務
履
行
確
保
の
困
難
が
認
識
さ
れ
る
中
、
積
極
的
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
が
、
国
際
金
融
モ
デ
ル
の
応
用
と
新
た
な
会
議
体
の

設
置
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
第

四
条
協
議
の
一
環
と
し
て
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
評
価
の
定
期

的
実
施
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ
20
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
独
立
パ

ネ
ル
で
は
保
健
分
野
と
金
融
分
野
を
連
携
さ
せ
るGlobal H

ealth 
T

reats Board 

、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
で
は
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
資

金
の
配
分
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
るGlobal H

ealth T
hreats 

Council
の
設
置
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
化
に
つ
い

て
は
課
題
が
多
い
が
、
国
際
金
融
・
開
発
機
関
と
の
連
携
強
化
は
実

効
力
担
保
の
方
策
の
主
要
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
模
索
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ワ
ク
チ
ン
ア
ク
セ
ス
と
知
的
財
産
放
棄
の
議
論

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
改
革
案
で
も
注
目
さ
れ
、
主
要
国
・
主
要
国
際

機
関
の
対
応
が
分
か
れ
て
い
る
論
点
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
医
薬
品
（
ワ
ク
チ
ン
）
に
関
す
る
知
的
財
産
権
放
棄
に
関
わ

る
議
論
が
あ
る
。
特
許
放
棄
は
イ
ン
ド
と
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
提
唱

か
ら
途
上
国
を
中
心
に
支
持
を
集
め
、米
国
は
支
持
を
表
明
し
た
が
、

特
に
欧
州
製
薬
業
界
は
反
発
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
は
慎
重
姿
勢
を
崩

し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行
の
態
度
も
分
か
れ
て

い
る
。
途
上
国
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に
何
ら
か
の
手

立
て
が
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
く

つ
か
の
視
点
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
継
続
的
な
感
染
症
分
野
へ
の
投
資
誘
因
の
確
保
の
観
点
が

あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
比
較
的
早
期
の「
成

功
」
に
よ
っ
て
や
や
忘
れ
ら
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
経
済
的

誘
因
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
感
染
症
分
野
の
医
薬
品
開
発
は
成
功

確
率
の
低
い
博
打
の
側
面
が
あ
り
、
慢
性
的
な
資
金
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
感
染
症
対
策
の
医
薬
品
が
大
き
な
利
益
を
確
保
し
う
る

と
い
う
認
識
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
公
的
支
援
よ
り
も
今
後
の
企
業
に

よ
る
長
期
的
な
投
資
の
誘
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
複
数
の
国
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
現
在

の
ワ
ク
チ
ン
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
、
製
造

フ
ェ
ー
ズ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
、
特
に
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
の
製
造
工
程
は
複
雑
か
つ
厳
密
な
管
理
を
必
要
と
し
、
大
規
模
な

新
規
製
造
施
設
の
稼
働
に
は
少
な
く
と
も
五
年
程
度
が
見
込
ま
れ

る
。
特
許
権
の
放
棄
は
こ
の
問
題
を
た
だ
ち
に
解
決
し
な
い
。

　

一
方
で
、
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
利
益

を
私
企
業
が
「
総
取
り
」
し
て
よ
い
の
か
、と
い
う
批
判
も
根
強
い
。

一
般
的
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
分
野
で
の
高
い
必
要
性

に
も
か
か
わ
ら
ず
利
益
を
見
込
み
に
く
い
こ
と
で
議
論
が
留
保
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
の
持

続
期
間
は
一
年
以
下
程
度
と
い
う
説
も
あ
る
中
、
変
異
株
対
応
の
必

要
性
と
相
ま
っ
て
継
続
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
常
識
」
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。
新
た
な
脅
威
と
前
提
の
変
化
を
踏
ま
え
、
特
許
権
放

棄
と
い
う
論
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
義
の
医
薬
品
ア
ク
セ
ス
の
問
題

と
し
て
、
公
的
資
金
投
入
時
の
柔
軟
な
契
約
方
法
の
導
入
な
ど
も
含

め
た
一
体
的
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
外
交
と
多
国
間
主
義

　

さ
て
、
ワ
ク
チ
ン
ア
ク
セ
ス
に
関
わ
る
重
要
な
出
来
事
と
し
て
、

六
月
二
日
に
実
施
さ
れ
た
発
展
途
上
国
な
ど
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
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ン
を
公
平
に
分
配
す
る
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｘ
ワ
ク
チ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
政

府
と
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
ワ
ク
チ
ン
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
共
催
の
も
と
実
施
さ

れ
、
菅
義
偉
首
相
が
バ
ロ
ー
ゾ
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
理
事
会
議
長
と
と
も
に
共

同
議
長
を
務
め
た
。
日
本
は
八
億
ド
ル
の
追
加
拠
出
を
表
明
し
、
同

分
野
へ
の
積
極
的
な
関
与
姿
勢
を
示
し
た
。

　

主
要
な
ワ
ク
チ
ン
供
給
国
で
は
な
い
日
本
が
会
議
を
共
催
し
た
背

景
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
国
際
保
健
分
野
へ
の
関
与
や
調
整
能
力
・

資
金
的
貢
献
へ
の
期
待
に
加
え
、
米
国
と
の
緊
密
な
連
携
も
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
国
が
い
わ
ゆ
る
ワ
ク
チ
ン
外
交
を
展
開
し
影

響
力
を
強
め
る
中
、
日
米
を
は
じ
め
と
す
る
Ｇ
７
構
成
各
国
が
多
国

間
主
義
的
姿
勢
を
示
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

　

マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ

く
二
国
間
外
交
と
理
念
や
定
義
、
構
造
の
観
点
か
ら
は
し
ば
し
ば
対

置
さ
れ
る
。
一
方
、
多
国
間
枠
組
み
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
公
益

に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
て
国
益
に
関
わ
ら
な
い
と
の
見
方
は
、
国
際

保
健
分
野
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
妥
当
し
な
い
。
世
界
的
な
枠
組
み

へ
の
貢
献
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
多
く
の
国
に
と
っ
て
格
好
の
自
国

喧
伝
の
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
枠
組
み
の
「
稼
働
時
」
に
自
国
の
影
響

力
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、多
国
間
枠
組
み
の
活
用
は
、

二
国
間
枠
組
み
や
外
交
と
必
ず
し
も
排
他
的
関
係
に
は
な
い
。実
際
、

日
本
か
ら
の
太
平
洋
島
嶼
国
な
ど
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
与
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｘ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
日
本
に
よ
る
支
援
策
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
大
き
な
利
点
の
一
つ
が
、
全

体
最
適
を
担
保
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
は
開
発
・
生
産
・
供
給
、
さ
ら
に
は
変
異
株
を
含
め
た
効
果

な
ど
の
点
か
ら
不
確
定
要
素
が
大
き
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
の
調
整
能
力

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ボ

リ
ー
教
授
ら
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
の
分
配
は
、
基
本
的
に
人
口
規
模
を
基
準
と
す
る
な
ど
過
剰
に

単
純
化
さ
れ
て
お
り
、
複
数
主
体
に
よ
る
運
営
に
よ
っ
て
プ
ロ
セ
ス

に
遅
延
可
能
性
が
あ
る
な
ど
課
題
含
み
で
も
あ
る
。

　

日
本
は
前
述
の
よ
う
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演

じ
て
い
る
。
政
治
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
資
金
的
貢
献
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
れ
を
背
景
に
現
在
課
題
と
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
や
制
度
上
の
改
善
に
深
く
関
与
し
主
導
権
を
握
る
こ
と

で
、よ
り
実
質
的
な
国
益
へ
の
貢
献
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
国
を
含
む
各
国
の
厳
し
い
政
治
的
駆
け
引
き
の
中
、
二
〇
〇
八

年
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
や
一
六
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
含
む
継
続

的
な
同
分
野
で
の
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し

た
国
益
と
公
益
双
方
へ
の
具
体
的
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。
●




